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川越地区人口 
(R2.1 現在） 

男性 245 人(-2) 

女性 281 人(-2) 

 計 526 人(-4) 

世帯数 277(-3) 

高齢化率 

  52.47％ 

2/2（日）桜江町Ｂ＆Ｇ海洋センター及び桜江小体育館に於い 

て、上記大会が行われ川越からもバドミントンへ６名の選手が 

出場されました。大会の結果は、次の通りでした。（敬称略） 

 

《 卓球 》【団体の部】  【個人戦女子の部】 

優 勝 川戸体協      優 勝 田中かすみ（ 川戸 ） 

準優勝 市山体協Ａ     準優勝 島田ひかる（ 市山 ） 

第３位 長谷体協Ａ     第３位 佐々木雅代（ 市山 ） 

（個人戦男子Ａ：中学生～４４才 個人戦男子Ｂ：４５才以上） 

【個人戦男子Ａの部】     【個人戦男子Ｂの部】 

優 勝 田中大規（ 川戸 ）優 勝 森野 紀（ 川戸 ） 

準優勝 島田朔弥（ 市山 ）準優勝 菅田光男（ 川戸 ） 

第３位 高橋茂男（ 市山 ）第３位 岡本広樹（ 谷住郷 ） 

《バドミントン》 

【団体】 

優 勝 谷住郷体協 （40 ポイント） 

準優勝 市山体協  （22 ポイント） 

第３位 長谷体協  （14 ポイント） 

【男子ダブルスの部】 

優 勝 田中法満・小笠原和寿（ 市山 ） 

準優勝 山下元哉・川崎大樹（ 谷住郷 ） 

第３位 島田佳尭・井上諒哉（ 谷住郷 ） 

【女子ダブルスの部】 

優 勝 川崎彩加・堀ひより（ 谷住郷 ） 

準優勝 湯浅咲春・高崎彩名（ 長谷 ） 

第３位 湯浅理奈・佐々木香（ 長谷 ） 

R2.2.2 

《川越体協出場選手》 

（バドミントン） 

井下和寿・坂根勇治 

井下雄貴・瀬尻郁弥 

森下真美子・井下則子 

（敬称略） 

 会員の小松伸子さんを講師として、ＥＭ液の効能ほか学習しました。ＥＭ液活用して、入浴、掃除、洗濯、花や

野菜の水やり等々生活の中に取り入れて、ＣＭに惑わされず、体に害のない生活をしようと確認し合いました。 

中でもＥＭ菌に感謝の言葉がけをすることによって効果が何倍にもなることを知りました。又、ＥＭ菌を利用して

できた、体にも環境にも優しいエンバランス商品を其々希望者が注文し、生活の中に取り入れてみることにしまし

た。ＥＭ菌やエンバランス商品について興味のある人は、お近くの婦人会員にご相談ください。又、食改伝達講習

として、原田ミヤ子さんをはじめ、食改さんのご指導とお世話で、家庭でも其々取り入れやすい野菜たっぷりの献

立を研修、実習しました。狭いキッチンで出来る事が限られている中、楽しく子、美味しくいただきました。 

有難うございました。 

【 献立 】 

むかごご飯 

チキンソテーの香味ソース 

白菜とりんごのサラダ 

長いもの味噌汁 

講師の小松伸子 
さん 

食改の研修＆実習 

 

 
ＮＰＯ法人てごねっと石見が主催する 

「江津コミフェス」がパレット江津におい 
て開催され、市内４つのコミュニティの活 
動報告や先進事例のパネル展示、市内で人 
気の活動の体験など様々な催しが一日行わ 
れ、市内のコミュニティの関係者などが多 
数参加しました。 
【活動報告コミュニティ】 
黒松・渡津・川戸・黒松＆跡市など 

～市内コミュニティが集まる一日に～ 

 

交流センターに保管してありました貴重な史料が平成

30 年 7 月の西日本豪雨災害により喪失しました。 

どなたか譲って下さる方がおられましたら、交流センタ

ーまでご連絡をお待ちしております。（☎93-0825） 

喪失した史料は次のとおりです。 

＊桜江町史 上・下巻 

＊川越小学校百年史 

＊川越小学校百二十年記念誌 

＊川越小学校閉校記念誌 

 と き：３月１２日（木）１０：００～１２：００ 

 ところ：川越交流センター 

 内 容：健康チェック（握力、体組成測定など） 

     ミニ講話（介護予防と運動について） 

     簡単な筋力体操、柔軟体操 
    ・素足になれる服装でお越しください。 

    ・希望者は健康相談（血圧測定）を行います。 

    ・健康教室終了後、食改さんの試食があります。 

※交流センターまで送迎します。詳しくは各戸配布のチラシを覧ください。 

川越まちづくり協議会健康福祉部・食生活改善推進協議会・市健康医療対策課 

2.11 



 

 

 

実施日：３月４日（水） 

 

今回のニコニコ給食は、配食弁当とな

ります。夕方までにニコニコ給食委員

の方が自宅までお届けします。 
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過去６回にわたり、甘南備寺の由緒や様々な文化財を紹介させていただきましたが、 

今回が最終回です。この回では、今後の甘南備寺研究の可能性に触れたいと思います。 

甘南備寺について調べると、一寺院の歴史に留まらず、石見地域の政治や文化がうか 

がえるのが魅力の一つですが、残念なことに、本格的な総合研究は手つかずで、今後 

の重要な課題です。ただ近年、甘南備寺の歴史の新たな解明につながるかもしれない 

新資料の発見がありました。 

 2014～2015 年にかけて、島根県指定文化財「両界曼荼羅図」の修理が行われました。 

両界曼荼羅図とは、真言宗の世界観を象徴的に描いた図です。これは非常に優れた作 

品で、出雲の戦国大名尼子氏の重臣亀井秀綱が、大永 4 年（1524）に松江市の平浜八 

幡宮に寄進したことでも有名でした。この図は掛け軸に仕立てられているのですが、 

修理のため、その軸木を抜いたところ、そこに、文字が書かれていることを島根県古 

代文化センターの濱田恒志氏が発見しました。その文章を断片的に抜粋すると、「大 

願主石州邑智郡桜井庄妙見宮住東寺末流三宝院資従・・・権律師長珍[生年三十四]・ 

・・至徳[丙寅]」とあります。つまり、この図の制作者（願主）は、現在の桜江町の 

妙見宮在住の権律師長珍という僧であり、制作年代は至徳 3 年（1386）であると記 

されています。現在の桜江町では、川戸に妙見社があり、谷住郷には妙見谷という地 

名がありますが、この僧と神社についての詳しいことは不明です。ただ、この時代、 

桜井庄の真言宗の高僧なら、甘南備寺に何らかの関わりがあっても不思議ではありま 

せん。しかも、この僧は、京都・東寺の末寺「三宝院」にも従事しており、立派な曼 

陀羅図を発注・制作する経済力もあったと思われます。もしかしたら、甘南備寺の関 

係者だったのかもしれません・・というのは単なる想像ですが、今後は、こうした新 

資料からも甘南備寺の実体に迫ることができると思います。今後の甘南備寺研究に期 

待大です。 

 

島根県指定文化財 

「両界曼茶羅図」（金剛界）迎接寺 

島根県指定文化財 

「両界曼茶羅図」（胎蔵界）迎接寺 

画像：島根県立八雲立つ風土記の丘

2012『意宇の宝もの 出雲の国の

源流から』より転載 

寄稿：江津市教育委員会 

伊藤 創総括主任 

No.7 

江津市社会福祉協議会 川越支会より 

川戸コミュ

ニティ協議
会より 

 川戸コミュニティ協議会では、今年も
「桜マルシェ」を下記のとおり開催するこ
ととなりました。つきましては出演者及び
出店者を募集します。 
開催日時：３月２９日（日） 
開催場所：旧川戸駅舎 
・演芸などの主演者、個人またはグループ 
・出店 ・フリーマーケット出店など 
希望者がありましたら 3/10 までにご連絡
ください。 
【お問合せ・お申込み】 
 川戸交流センター（℡ 920-0026）まで 


